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口腔底から突出している筋肉性の器官。粘膜

に覆われ、非常によく動き、食物の攪拌嚥下

を助け、味覚・発音をつかさどる。

水や薬液などをふくんで口やのどをすすぐこと。「含嗽 (が

んそう)」ともいう。

漢字で「茘枝」と書く熱帯果樹。紅色のうろ

こ状の皮に包まれており、皮の中には半透明

の白い果実がある。

師について個人的なつながりを持って仕えながら、学問や技

芸などの教えを受ける人のこと。

浅く平たい形状の容器。一般的には上面が広く開いている食

器のうち浅く平たい形状のものを指す。

氷を細かく削るか、砕いてシロップ等をかけ

た氷菓。餡やコンデンスミルクをかけたもの

もある。

夏の夜、蚊や害虫を防ぐため、四隅をつって寝床を覆う道

具。麻・木綿などで粗く織って作る。

天の雲と地の泥。二つの間に大きな差違のあ

るたとえ。

動物やヒトが外界を感知するための多種類の感覚機能のう

ち、古来の分類による5種類、すなわち視覚、聴覚、触覚、

味覚、嗅覚をさす。

人の心の働きや動き、心の持ち方からみた生

まれつきの性質のこと。「人間の◯◯」。

独奏会、または独唱会のこと。ラテン語の「recito（朗読す

る）」から生じた語である。

よこのカギ たてのカギ
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